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◼ 26年度は現行中期経営計画の中間年度にあたることから、経営方針や重点課題に紐づく

各施策の着実な遂行に注力することとする。

◼ これに加え、金融政策の転換やDLT・AI等の新技術活用の進展をはじめとする事業環境の変化、ならび

に市場関係者ニーズの高度化を踏まえ、将来を見据えた新たな施策についても検討を進め、順次取り組

んでいく。

事業計画のアップデート方針

事業計画のアップデート方針

経営方針

Ⅰ．内外利用者との密なコミュニケーションに立脚した高信頼性の確保

Ⅱ．リスク管理とのバランスを踏まえた着実なビジネスの拡充

Ⅲ．先進技術も活用した世界最高水準の清算サービスの追求

重点テーマ

① グローバル・ベストプラクティスを踏まえた清算業務の進化

② OTCデリバティブ・国債店頭取引部門におけるサービス利用者の更なる拡充

③ 確固とした事業継続体制の維持・構築

④ 預託担保資産の有効活用

⑤ 安全性と効率性の両立を目指した清算資格・損失補償制度等の整理

○ 現行の中期経営計画においては、市場の中核インフラとしての機能を果たし、市場の持続的な発展に貢献してい

く観点から、以下の3つの経営方針と5つの重点課題を掲げ、具体的な事業計画を策定・実行
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重点テーマ 市場 具体的な施策

①グローバル・ベス

トプラクティスを

踏まえた清算

業務の進化

株式市場

⚫ 金銭型ETF設定交換の制度改善、プラットフォームのリプレース

⚫ 新制度の導入対応（日銀出資証券電子化等）

⚫ 決済期間短縮化に関する国際的な動向を踏まえた検討

上場デリバティブ

市場

⚫ 新商品・新制度の導入対応

⚫ 清算基金・取引証拠金の更なる最適化

⚫ 商品デリバティブの活性化（参加者の参入促進等）

OTCデリバティブ

市場

【CDS】

⚫ 債務負担サイクル短縮化検討

⚫ 参加者の利便性向上（約定処理制度改善、ポジション移管のシステム化等）

【金利スワップ】

⚫ 参加者のオペレーション効率化（一括コンプレッション機能拡充、ポジション移管のシス

テム化等）

⚫ 海外クライアントの更なる利便性向上

国債店頭 ⚫ 清算対象の拡充・利便性向上

市場共通

⚫ デジタル分野における国内外の革新的取組みへの関与

（DRR※ を通じた取引報告の効率化等）※Digital regulatory reporting

⚫ AI等を利用した業務効率化・データ活用

主な施策（重点課題別） （注）下線部分がアップデート箇所
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重点テーマ 市場 具体的な施策

②OTCデリバティブ・国債

店頭取引部門における

サービス利用者の更な

る拡充

OTCデリバティブ市場

【CDS】

⚫ 清算シェアの維持・拡大（シングルネーム銘柄拡大等）

【金利スワップ】

⚫ 国内外クライアントの更なる取込み

（クライアントのニーズの的確な把握、リレーション強化等）

国債店頭
⚫ 清算利用の拡大（清算基金スポンサー制度の開始・利用促進、非居住

者取引の清算利用に向けた取組みの推進）

③確固とした事業継続体

制の維持・構築
市場共通

⚫ サイバーセキュリティ対策の強化

⚫ レジリエンス向上（清算システムの継続的な改善等）

④預託担保資産の有効

活用

市場共通 ⚫ 担保管理方法の多様化

市場共通
⚫ DLT・デジタルアセットの利活用（倉荷証券の電子化対応、

担保トークン化の実装化に向けた検討の継続）

⑤清算資格・損失補償

制度等の整理
上場デリバティブ市場 ⚫ 清算資格構造・損失補償制度のあり方見直し

主な施策（重点課題別） （注）下線部分がアップデート箇所
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